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中学部第３学年保護者対象進路研修会を終えて 

 １１月２２日（木）の高等部説明会において、本校高等部に進学を希望されている中学部３年生の

保護者の皆様を対象に、「本校高等部の進路指導について」の研修会を行いました。１６名の保護者の

皆様に出席していただき、本校高等部の進路指導部長が講師となり、進路ガイダンスやパワーポイン

トを使いながら、高等部での進路指導の進め方や障害者自立支援法の完全移行に伴う障害者福祉施設

の新しい事業体系、昨年度の卒業生の進路状況と卒業後の進路を視野に入れた、日々の学校生活や家

庭での生活の心構えについてアドバイスをいただきました。 

 いよいよこれから中学部を卒業して高等部へ進学しようとしている生徒たちですが、その少し先の

将来である高等部卒業後の自立と社会参加を見据えながら、中学部の今できることにしっかりと取り

組み、基礎的な力を付けていく必要があることを改めて考えさせられました。１２月中旬には、高等

部進学における進路学習として高等部１年生の授業見学を行い、高等部の生活について学習を進めて

いきますが、日々の学校生活の中でも基礎的な力の向上に取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

アフターケアから 

本校では卒業後３年間、生徒の進路先や家庭での様子を伺い、情報を集約しています。卒業後一年

目は卒業時の担任と進路の係が中心となって各家庭へ電話連絡を行います。また夏季休業中には進路

先を訪問して、卒業生が働いている様子を見せてもらい、職場の方からそれぞれの状況を教えていた

だきます。 

今年３月に卒業した第１７期生７４名についても全員の様子を確認しました。多くの卒業生が新し

い環境にも早く慣れ、他の利用者の方達と一緒に仕事に励み、楽しく生活を送っている様子が伺えま

した。その一方で生活リズムの乱れや遅刻など課題を残しているケースも少しですがありました。こ

れに対しては、少しでも改善されるよう、今後も進路先や家庭と連携を図り、引き続きアフターケア

を行っていく予定です。 

 



JSTより 

今年4月から、当校に配置されたＪＳＴの東です。長年の企業経験や一般校での就職支援の経験を

生かして、企業への求人開拓や生徒への面接練習、職場実習の指導に取り組んでいます。8 か月経過

した現在の状況は、高等部3年生就職志望者の殆どは職場実習を終え、過半数が内定しました。内定

しなかった企業にはその理由を確認して、その反省点を次の実習に反映するようにしています。今後

3学期に向けて、まだ決まっていない生徒に全力を傾け、進路決定に向けて頑張っています。 

実習の結果を顧みたり、成功事例や失敗事例、また多くの企業と電話や訪問をしたりして感じたこ

とは、企業が求める人材で重要なのは、まず働く意欲が強いことです。次には、社会人としての基本

的なマナー（挨拶ができ、礼儀や態度が良いこと、元気で明るいこと）が身についていること。そし

て志望する仕事と適性がマッチして、きちんと指示されたとおり仕事できることです。 

このような就労に必要な力は短期間で身に付くようなものではなく、家庭での小さい時からのしつ

けや手伝いが大変重要と感じています。当校への求人で多い職種は、ビルや介護施設での清掃、食品

会社での調理補助や食器洗浄、物流会社での荷物仕分けや運搬、スーパーや販売店でのバックヤード

や商品出し入れ、クリーニングなどです。以上のような仕事は、家庭での手伝いの延長でもあります。

またいずれも立ち仕事で、体力が必要です。事務や軽作業、座ってできる仕事は大変少ないです。で

きるだけ家庭でも手伝いをしたり、体力を付けたりするようなことを考えていただきたいと思ってい

ます。 

企業への求人開拓は容易ではありません。障害者雇用の理解がある企業はまだまだ少ないですし、

理解のある企業では、既に雇用済みで求人がない状況もあります。一方、高等部2年生や1年生と就

職志望の生徒は増加しています。引き続き職場開拓をすすめ、３年生の進路決定に向けて、そして１，

２年生の就職希望者への取り組みをしていこうと思っています。 

 

高等部第１学年「２学期の進路学習」 

２学期は仕事について感じたり考えたりする学習に取り組みました。 

 Ⅰ類型・Ⅱ類型・重複生徒は、１１月２０日（火）に『仕事をしてみよう～仕事模擬体験～』とい

う学習に取り組みました。教室を職場に見立て、施設や事業所などで使用している機械や道具を使っ 

て、仕事の体験をしました。鍋の乾拭きや洗ったスプーンやフォークを拭いたり、機械を使って空き

缶潰しをしたり、それぞれの職場で必要な「衛生」「安全」などのルールを意識しながら体験しました。 

職業コース・Ⅲ類型生徒は、１２月に『高２職場体験実習から学ぶ』という学習をします。高等部

２年生の２名から職場体験実習の様子を聞いたり、ビデオを視聴したりして、学校生活と職場の違い

や、働くために大切なことなどを考えていきます。 

 普通科生徒は、１２月６日（木）に６つのグループに分かれて『職場見学』に行きます。実際の現

場で飛び交う声を聞いたり、仕事の体験をしたりして学校とは全く違う雰囲気を感じ取って欲しいで

す。そして、いよいよ１月２１日から５日間『校内実習』に挑戦します。１１月２７日より事前学習

が始まりました。６つの作業グループに分かれての実習に期待感いっぱいです。充実した実習になる

ように取り組んでいきたいと思います。 

 職業コースの生徒は、３学期から『職場体験実習』が始まります。「勤労観・職業観」を育み、実り

のある実習にしていきたいと思います。                                



高等部第２学年 「職場体験実習その３」「保護者対象職場見学」 

５月から始まった職場体験実習もいよいよ１２月で終わりとなります。学校とは違い、年上の人が

たくさんいる中での活動や初めての作業では緊張や不安もあったと思います。体験実習期間中１日目

にできなかったことが２日目、３日目と日が経つにつれできるようになってきた人や、練習してきた

挨拶が大きな声でできた人などそれぞれの成長や成果が感じられる実習になったようです。この実習

で経験したことや反省会での振り返り等を今後の学校生活に生かし、いよいよ３年生に向けての準備

を始めていきたいと思います。保護者の皆様は実習の見学打ち合わせ、通勤通所の準備・練習、持ち

物服装など多大な御協力ありがとうございました。 

 

 

 

                          

                  

 

 

 

 

 

 

 

１１月１３日より保護者対象職場見学が始まりました。いろいろな職場の仕事（活動）内容や通勤

（通所）方法等の情報を知り、卒業後の進路を考える上での参考とすることをねらいとしています。

この見学では実際に施設・作業所で仕事をしている様子を近くで見せていただき、施設長をはじめ職

員さんから話を伺う時間を取っています。ある見学先では施設長から「卒業まであと１年半しかない、

という気持ちで」とお話があり、改めていよいよ本格的に進路に向けて動き出していることを実感さ

れたようです。我が子の卒業後の姿をイメージしながら、熱心に見学や質問をされる保護者の方が多

く、１時間半～２時間があっという間に過ぎていきました。また、今まで進路ガイダンスや研修会な

どで聞いていた「福祉サービス」についても具体的に分かってくるのもこの保護者見学です。この見

学や職場体験実習を踏まえて３年生に向けての進路懇談を行っていきたいと思います。 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

金具をきちんと並べて数を 

まちがえないように。 にんじんの向きをそろえ

て袋詰め中。 

保護者職場見学 



高等部第３学年《進路の取組》 

 １２月に入り、障害者自立支援法に基づく支給申請（施設・公設デイサービスセンターの利用申請

手続き）がスタートしました。実習を行い、来年度春からの利用について適切な進路先として判断さ

れた方については、１２月３日から１４日までの２週間で、居住地の区保健福祉課に行き申請を行い

ます。利用可能な受入枠よりも希望者が多い場合には抽選会が１月に実施され、待機順位が決定され

ます。４月から利用が可能であれば、３月に入って支給決定の連絡があり、受給者証が交付されます。 

地域活動支援センターⅡ型を希望する方については、４月から利用が可能であれば、利用の約１か

月前（２月の終わり頃）から、居住地の区保健福祉課で申請を行い、後日受給者証が交付されます。 

また、地域活動支援センターⅢ型を希望する方については、随時、学校から事業所へ入所申請書類

を提出し、運営委員会等の検討を経て入所承諾書が学校に送られて決定となります。 

企業就職の希望者については、ハローワークと連携をとりながら実習を行い、採用の方向で求人票

をいただくことができた場合、本人･保護者でその内容を確認した後、学校から応募書類を提出して内

定通知をいただくという流れで進めます。 

まだ進路決定がはっきりとせず、不安を感じる生徒も少なくないと思いますが、卒業後の生活をイ

メージしながら、残り少ない学校生活の中で課題意識をもって取り組み、学校から社会へのスムーズ

な移行ができるようサポートしていきたいと考えています。 

 

 

～お祭り・イベントの御案内～ 

 施設・作業所より、お祭り・イベントの御案内が届いております。施設・作業所の雰囲気を知るチ

ャンスです。是非お気軽に足を運んでみてください。なお、場所など詳しく知りたい方は、担任また

は学年の進路担当に御連絡ください。 

文化祭 

広島市心身障害者福祉センター 

１２／９（日） 

１０：００～１６：００ 

模擬店、作品展示、体験コーナーなど 

東区光町二丁目１－５ 

℡ 2６１-２３３３ 

森の工房AMA２０１２ 

クリスマスコンサート 

１２／７（金） 

１８：００～２０：００ 

トロンボーン、ピアノ演奏、軽食など 

安芸区矢野東二丁目４－２４ 

℡ 888-８８２２ 

クリスマスバザー 

アイ・サン・サン 

１２／１４（金） 

１５（土） 

１０：００～１５：００ 

模擬店、食事など 

西区鈴が峰町４１－１ 

℡ 277-4410 

セルプフェア２０１２ 

１１/２９（木）～ 

１２/１１（火） 

（水曜日は除く） 

県内の障害者福祉施設で作られた製品を販売 

ひろしまひろしまひろしまひろしま夢夢夢夢ぷらざぷらざぷらざぷらざ（（（（中区本通中区本通中区本通中区本通８８８８－－－－２８２８２８２８））））    

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

                       


